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日本リメディアル教育学会、ニューズレターNo.31をお

届けいたします。 

(1) 第 6 回全国大会報告 

(2) 第 2 回、第 3 回理事会報告 

(3) 2010 年度総会報告 

(4) 会誌への論文投稿のお願い 

なお、今回の記事の詳細については学会誌の会告に

掲載されますので、ご覧ください。 
 

 

日本リメディアル教育学会第 6 回全国大会が、2010

年 8 月 30 日(月）～31 日(火)に湘南工科大学で開催さ

れました。 

大会は、29 日の前夜祭に始まり、ほぼ 450 名の参加

者の皆様にお集まりいただき、以下のプログラムで実施

され、盛会のうちに幕を閉じました。 
 

8月30日  

9:30‐9:50 開会式  

10:00‐12:00 シンポジウムおよび一般研究発表  

12:30‐13:10 学会総会  

13:20‐14:10 招待講演 Using Learning Theory to 
Develop Self-Regulation in Postsecondary Students, 

Jodi Patrick Holschuh  

14:20‐16:20 メインシンポジウム～高大接続問題と学

士力を保障する大学教育～シンポジスト:河本敏

浩・佐々木隆生，指定討論者:赤堀侃司  

16:30‐18:30 シンポジウムおよび一般研究発表  

18:40‐20:40 懇親会  

8月31日  

9:30‐11:30 シンポジウム、一般研究発表、アクティブ

ラーニング実践報告会、論文発表会  

11:30‐12:30 一般研究発表  

12:30‐14:30 体験型シンポジウム、一般研究発表  

14:40‐16:40 一般研究発表、ラウンドテーブル  

16:50‐17:30 総括討論と閉会式 

 
写真 1 セッションの模様 

 
写真 2 企業展示会場の模様 

 

 

日本リメディアル教育学会の理事会が、以下の要領

で開催されました。 

第 2 回理事会 

日時：2010 年 8 月 29 日、11 時～13 時 30 分 

場所：藤沢産業センター7 階 第 1 会議室 

出席者：井東、植松、小野、小薗、酒井、高橋、竹内、

寺田、中園、馬場、穗屋下、水町、椋本、清田、米

満(事務局) 

第 3 回理事会 

日時：2010 年 8 月 30 日、11 時 30 分～12 時 10 分 



場所：湘南工科大学 A207 室 

出席者：岩崎、植松、小野、小畑、壁谷、川瀬、小薗、

小林、酒井、佐藤(尚)、竹内、田中、寺田、中園、

馬場、久村、穗屋下、椋本、清田、谷川、米満(事

務局) 

議題などについては以下の通りで、第 2 回理事会で

審議を行い、第 3 回理事会で総会に向けて最終確認を

行いました。 
 

【審議事項】 

(Ⅰ)2009 年度の事業及び決算報告 

以下の(1)～(5)について審議が行われ、承認されまし

た。 

(1)事務局・理事会の活動 

1)総会と臨時総会の開催 

第 5 回全国大会において総会(2009 年 9 月 1 日)、

第 2 回関西支部大会において臨時総会(2010 年 3

月 19 日)を開催。 

2)理事会の開催 

第 1 回理事会(2009 年 9 月 1 日：千歳科学技術大

学)、第 2 回理事会(2009 年 10 月 1 日～14 日：メー

ル会議)、第 3 回理事会(2009 年 11 月 7 日：福岡大

学)、第 4 回理事会(2010 年 3 月 19 日：摂南大学)。 

3)理事会での審議および決議事項 

第 6 回全国大会実行委員会の設置、各委員会等

の人員構成、役員役割分担、各委員会・部会の運  

用経費の検討、会費納入時期の変更、会則の一

部改正。 

4)ニューズレターNo.19 から No.28 の発行 

(2)各種委員会の活動 

1)編集委員会 

「リメディアル教育研究」 第 4 巻 第 1 号と第 2 号を

発行。 

2)国際交流推進委員会 

酒井委員長が NADE(National Association for 

Developmental Education)の編集委員会の委員に

委嘱され、2011 年 3 月 10 日～13 日に開催された

NADE2010 に出席。 

3)第 5 回全国大会実行委員会 

日本リメディアル教育学会第5回全国大会を、2009

年 9 月 1 日～2 日に千歳科学技術大学で開催。 

(3)支部会の活動 

1)関西支部会 

2010 年 3 月 19 日、摂南大学において、関西支部

大会を実施。 

2)九州・沖縄支部会 

2009年 11月 7日、福岡大学において九州・沖縄支

部大会を、フィンランドの ICT 教育に関する学会で

ある ITK-FUKUOKA2009 と共同開催。 

(4)その他 

1)関西支部大会における臨時総会において、小野前

会長にファウンダーの称号を授与。 

2)会費滞納者の一覧に基づき、滞納者の消息につい

て理事から情報提供が依頼されました。今後、滞

納期間が2年を超えた会員については、「学会に対

して負債を負った状態で退会とする」ことで処理す

ることとしました。そのまま未払いの場合、再入会

の際に清算することが提案されました。 

(5)決算案の承認(別紙 1) 

2009 年度決算書案について、2 名の監事により監査

結果が報告され、予算の適正な執行が確認され、別

紙に示す決算書として確定しました。 

(Ⅱ)2010 年度の事業案・予算案 

以下の案について審議されました。 

(1)事務局・理事会の活動 

1)総会の開催 

2010 年 8 月 30 日、第 6 回全国大会において総会

を開催の予定。 
2)理事会の開催 

学会の運営に必要な事項を審議するため、理事会

を開催する予定。 

3)理事会での検討事項 

第 7 回全国大会実行委員会の設置、会則の全面

改正、国立情報学研究所電子図書館事業への参

加(CiNii での公開)、第 2 メーリングリストの設置の

検討、リメディアル教育についてのアンケート作成、

実施、まとめ（対象：全国の大学）、日本リメディア

ル教育学会のパンフレット作成（全国の大学等に

配布）。 

4)ニューズレターの発行 



会員への情報提供のため、ニューズレターを複数

号発行する予定。 

(2)各種委員会の活動 

1)編集委員会 

「リメディアル教育研究」 第 5 巻 1 号、2 号発行予

定(ただし、第 1 号は発行済)。 

2)国際交流推進委員会 

日本リメディアル教育学会第 6 回全国大会への海

外講演者を招待する予定。 

3)将来構想検討委員会 

リメディアルセミナーの開催(沖縄、東北等)する予

定(ただし、沖縄では開催済み。) 

日本語コミュニケーション能力育成講座(in 前夜

祭)を開催する予定。 
日本人大学生のための日本語教材を作成する予

定。 

4)第 6 回全国大会実行委員会 

日本リメディアル教育学会第 6 回全国大会は、

2010 年 8 月 30 日～31 日に湘南工科大学で開催

の予定。 

(3)専門部会の活動 

1)英語部会：リメディアル学生のメタ認知能力研究 

2)日本語部会：講演会・研修会・情報交換会など、日

本語 e ラーニング教材サンプル作成 

3)学習支援部会：学生の学習支援のための組織の運

営状況の調査研究 

4)ICT 活用教育部会：日本語 e ラーニング教材サンプ

ル作成 

(4)支部会の活動 

1)関西支部会：講演会、 関西支部大会 

2)九州・沖縄支部会：九州・沖縄支部大会および総会 

(5)予算案の承認(別紙 2) 

2010 年度予算案について提案され、承認されまし

た。 

学会ホームページの充実に対する要望が提案され、

その作業については、予備費で対応することとしまし

た。 

(Ⅲ)日本リメディアル教育学会の会則改定案 

(1)会則の改定 

会則の改訂案が提示され、審議の結果、

http://www.jade-web.org/jade/guidance/regulation.html 

に示す会則が承認されました。 

(2)役員選任に関する細則の制定 

役員選任に関する細則の制定案が提示され、審議の

結果、 
http://www.jade-web.org/jade/guidance/detailedrules.html 

に示す役員選任に関する細則が承認されました。 

(Ⅳ)第 7 回全国大会実行委員会の設置について 

第 7 全国大会開催を以下の要領で開催することとし、

第 7 回全国大会実施委員会を設置し、実行委員長に

寺田が選任されました。 

 期日：2011 年 9 月 2 日（金）～3 日（土） 

 場所：福岡大学 

(Ⅴ)その他 

(1)出版物などへの学会の名義使用について 

企業や協会などから学会の名義使用が要望された場

合には、学会がその制作または執筆などに参画して

いる場合に限ることとしました。 

(2)第 2 メーリングリストの作業状況の報告 

理事にはメーリングリストで意見を求め、特に反対が

なかったので、会長の判断で導入を決定し、会員に

対して、参加するメーリングリストの希望を調査中で

す。 

(3)国立情報学研究所電子図書館事業への参加(CiNii

での公開)に向けた作業状況の報告 

今後、事務局で手続きを進めることとしました。CiNii

への掲載の要件である国立情報学研究所電子図書

館(NII-ELS)と J-STAGE(科学技術情報発信・流通総

合システム)のいずれの事業に参加するかなど、メー

ル会議で理事の意見を聴取しながら、作業を進める

こととしました。 

(4)日本学術会議協力学術研究団体への加入(提案) 

上記のNII-ELSの要件でもあるため、加入に向けて、

事務局で手続きを進めていく予定です。 

(5)理事・幹事選挙の準備 

選挙管理委員会の設置など、2011 年度の選挙に向

けた準備を行う予定です。 
 

 

【報告事項】 



(1)各種委員会の活動 

将来構想検討委員会 

7 月 14 日～17 日の 4 日間で、小野ファウンダーと穗

屋下会長が沖縄国際大学、名桜大学、琉球大学、沖

縄大学を訪問し、リメディアルセミナーを開催。 

日本語部会と ICT 活用教育部会と協力して、日本人

大学生のための日本語教材の作成を計画。 

(2)専門部会の活動 

英語部会 

部会の活動の方向性として、学術的でなく、現状に即

した「明日の授業に役立つ」テーマに向けて検討する

ことを計画。 

日本語部会 

将来構想検討委員会とともに日本人大学生のための

日本語に関する e-Learning 教材を作成することを計

画。 

理数系部会 

8 月 31 日に全国大会で開催するラウンドテーブルで

得られた知見をもとに今後の活動を進める意向。 

(3)支部会の活動 

東海・北陸支部会 

支部会に所属する会員にメールを配信し、活動の方

向性を模索した結果、関西支部会と大会を共催する

ことを検討。 

九州・沖縄支部会 

2009 年 11 月 7 日の支部大会において開催された総

会の資料により、2009 年度の報告と 2010 年度の計

画が示され、11 月 21 日に沖縄国際大学で開催する

予定の九州・沖縄支部会の大会について紹介。 
 

 

日本リメディアル教育学会の総会を、以下の要領で

開催しました。 

日時：2010 年 8 月 30 日、12 時 30 分～13 時 10 分 

場所：湘南工科大学 大講義室 
 

会長挨拶と議長選出に続き 5 つの議案が審議・報告

され、承認されました。議長は湘南工科大学の水谷 光 

先生にお願いしました。 

議題などについては以下の通りで、いずれの議案も

出席者の合意により決議されました。 

 
【審議事項】 

第 1 号議案：2009 年度の事業・決算報告 

第2号議案：日本リメディアル教育学会の会則改定案 
 

【報告事項】 

第 3 号議案：2010 年度の事業・予算案 

第4号議案：日本リメディアル教育学会の役員候補者

選出規程制定案 

第 5 号議案：第 7 回全国大会実行委員会の設置につ

いて 
 

 
会誌『リメディアル教育研究』では、リメディアル教育

に関する研究、教材や教授法の開発と評価、実践の報

告などについての原稿を募集します。  

詳しくはホームページ

http://www.jade-web.org/jade/journal/journal.html 

をご覧ください。 
 

 

 

 

 

【文責】寺田 貢 
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 2010年度（平成22年度）　日本リメディアル教育学会　予算書

予算 備考

数量 単価 合計

前期繰越（A) 6,444,479

I．収入の部

１．会費収入

個人正会員 460 4,000 1,840,000

大学会員 30 10,000 300,000

企業会員 40 30,000 1,200,000

（小計） 3,340,000

2．事業収入

印税収入 200,000

学会誌収入

会員 20 1,000 20,000

非会員 10 2,000 20,000

（小計） 240,000

3．補助金等収入

寄付金 0

（小計） 0

4．雑収入

利息 1,000

（小計） 1,000

収入合計（B） 3,581,000

II．支出の部

1．事業費

全国大会準備費

第7回全国大会分 1 200,000 200,000 第7回大会は2011年度に開催

地方支部会開催費補助 7 30,000 210,000

委員会運営費

編集委員会 250,000

国際交流推進委員会 250,000 第6回全国大会海外講師経費（旅費・交通費・宿泊費・懇親会費・謝礼など）

将来構想検討委員会 250,000 リメディアル・セミナー（沖縄、東北など）

専門部会運営費

英語部会 80,000

日本語部会 100,000 日本語授業映像化作業

理数系部会 80,000

学習支援部会 80,000

ICT活用教育部会 500,000 日本語eラーニング教材サンプル制作など

学会誌印刷発送

第1号 600,000

第2号 600,000

学会パンフレット印刷 3,000 40 120,000 A4 表フルカラー：裏2色刷り

（小計） 3,320,000

2．一般管理費

通信費 100,000

理事会会議費 80,000

事務用品 100,000

会員名簿管理等人件費 12 50,000 600,000

ドメイン管理 3,000

サーバ維持費 150,000

雑費 8,000

（小計） 1,041,000

3．予備費

予備費 1,000,000

（小計） 1,000,000

支出合計（C） 5,361,000

次期繰越（A）＋（B）－（C） 4,664,479
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